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編　集　後　記

臨床神経学が 2015年 1月の 55巻 1号より完全電子ジャー
ナル化されるにあたり，これまでの臨床神経学の電子化事
業の変遷について振り返ってみたいと思います．臨床神経
学の電子ジャーナルが公開されたのは，2008年 1月発刊
の 48巻 1号で，それ以降，冊子体と並行しながら学会
HP（主に学会員向け）と科学技術振興機構が運営する
J-STAGE（主に非会員向け）に掲載されてきました．又，
J-STAGEとリンクする形で PubMedにも Full Textが掲載さ
れ，国際的に発信されてきました

2010年 4月より，電子投稿査読システム ScholarOne 

Manuscriptsを導入し，投稿数は初年度こそ伸び悩みまし
たが，翌年度には 40編増と大幅に増加し，昨年度は 163

編と過去 10年間での最高水準に達しました．郵便投稿の
時代に比べると，投稿を受理してから採択されるまでにか
かる日数も大幅に短縮され，新刊を遅れることなく発刊で
きております．

2012年 5月の社員総会にて，3年後の 2015年 1月発刊
の 55巻から冊子体を廃止し，完全電子ジャーナル化する
ことが承認されました．当初，希望者には有償で冊子体を

配付する方針でしたが，2014年 3月にアンケート調査を
行ったところ，冊子体を希望するのは全会員の 3％と極めて
少数であったため，有償冊子体の配付は廃止となりました．
冊子体に代わり，今後は電子ジャーナルが臨床神経学の
｢顔｣ となります．論文は会員以外にも一般公開されてい
ますので，より多くの目に触れるよう進化が検討されてい
ます．現状では Full Textを PDFで公開していますが，よ
り検索されやすいスタイルである XML形式への切り替え
もその一つです．費用面やレイアウトが大幅に変わってし
まう点など，臨床神経学誌にとってベストな選択肢である
か否か検討を重ねております．
完全電子化は投稿者にもメリットがあり，冊子体を廃止
したことによりカラー印刷代が無料になります（これまで
カラー画像 1枚当たり 30,000円の費用がかかっていまし
た）．会員以外にも一般公開されるため，個人情報の保護
が今まで以上に重要となってまいりますので，投稿規程を
遵守し個人情報が保護されていることを確認の上，投稿し
ていただきたいと思います．

（荒木信夫）




